
 

令
和

6
年

1
月

1
2

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

5
年

 
第

5
2

週
（ 

12
月

2
5

日
～

 
1
2

月
3
1

日
）
 

令
和

6
年

 
第

 
1 

週
（ 

 
1

月
 
1 

日
～

 
 
1

月
 
7 

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p
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.j
p/

2
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8
7
4
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））
((令令

和和
66

年年
第第

11
週週

))❖❖
  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

5
2

週
）

 
増

減
 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

8
.2

5
 
 

(1
3

.4
2

) 
 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
5

.3
6

 
 

(4
.1

6
) 

 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
2

.1
5

 
 

(4
.0

6
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
1

.3
5

 
 

(2
.0

3
) 

 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

1
.0

6
 
 

(1
.9

7
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

第
5
2

週
が

1
3
.4

2
、

第
1

週
が

8
.2

5
と

減
少

し
、

警
報

終
息

基
準

値
の

「
10

」

を
下

回
っ

て
い

ま
す

が
、

年
末

年
始

の
休

診
状

況
を

考
慮

し
、

今
回

は
警

報
発

令
を

継
続

し
ま

す
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

第
1

週
が

5
.3

6
と

、
年

末
年

始
で

休
診

さ
れ

る
医

療
機

関
が

あ
る

中
、

昨
年

末
よ

り
報

告
数

が
増

加
し

て
お

り
注

意
が

必
要

で
す

。
感

染
拡

大
を

防
ぐ

た
め

、
日

々
の

体
調

管
理

と
「
換

気
、

消
毒

、

距
離

、
必

要
な

場
面

で
の

マ
ス

ク
着

用
」
な

ど
の

対
策

を
引

き
続

き
お

願
い

し
ま

す
。

 

咽
頭

結
膜

熱
の

定
点

あ
た

り
報

告
数

は
1
.0

6
で

、
依

然
と

し
て

報
告

数
の

多
い

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

主
原

因
は

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
で

、
主

に
接

触
感

染
で

広
が

り
ま

す
。

こ
ま

め
に

手
を

洗
い

、
タ

オ
ル

の
共

有
は

避
け

ま
し

ょ
う

。
 

  ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

年
末

年
始

の
休

診
日

が
あ

る
た

め
受

診
数

は
少

な
い

が
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
続

い
て

い
る

。

感
染

性
胃

腸
炎

が
増

加
し

て
い

る
。

 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
検

査
キ

ッ
ト
が

欠
品

し
た

た
め

確
定

診
断

は
困

難
と

な
っ

た
。

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
園

児
と

そ
の

家

族
で

の
発

症
が

多
い

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

続
い

て
い

る
が

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
一

色
と

い
う

程
の

増
加

で
は

な
い

。
 

今
冬

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

は
ま

だ
な

い
。

C
O

V
ID

-
19

は
散

見
程

度
で

あ
る

も
の

の
ご

く
僅

か
に

増
加

傾
向

の
印

象
。

 

無
熱

、
嘔

吐
の

み
で

胃
腸

炎
と

思
わ

れ
る

よ
う

な
例

で
陽

性
例

が
あ

っ
た

。
症

状
は

か
な

り
軽

症
。

 

他
に

嘔
吐

、
水

様
下

痢
の

感
染

性
腸

炎
、

高
熱

の
ア

デ
ノ

様
、

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

み
ら

れ
た

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

が
続

い
て

い
る

。
A

を
2

回
感

染
し

た
例

や
迅

速
検

査
2

回
で

陰
性

、
P
C

R
で

陽
性

判
定

の
例

が
数

件
あ

り
。

ま
た

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

も
み

ら
れ

だ
し

た
。

 

C
O

V
ID

-
19

は
外

来
で

は
散

見
さ

れ
る

程
度

だ
が

、
病

棟
で

ク
ラ

ス
タ

ー
が

み
ら

れ
て

い
る

。
 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
は

や
や

減
少

、
溶

連
菌

感
染

の
流

行
は

続
い

て
い

る
。

 

胃
腸

炎
で

は
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
陽

性
例

が
増

え
だ

し
て

き
た

。
 

 

令
和

6
年

1
月

1
9

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

 
2 

週
（ 

 
1

月
 
8

日
～

 
 
1

月
 

1
4

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
 

1
2

月
報

（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
3

.6
4

 
 

(8
.2

5
) 

 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
8

.2
2

 
 

(5
.3

6
) 

 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.5
6

 
 

(2
.1

5
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.0
9

 
 

(1
.3

5
) 

 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

1
.2

9
 
 

(1
.0

6
) 

 









発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1
3
.6

4
で

、
警

報
発

令
継

続
と

な
り

ま
す

。
感

染
対

策
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
体

の

抵
抗

力
を

高
め

る
た

め
に

十
分

な
休

養
と

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

を
日

ご
ろ

か
ら

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

8
.2

2
で

増
加

が
続

い
て

い
ま

す
。

感
染

対
策

と
し

て
、

「
換

気
」
や

「
手

洗
い

」な
ど

が
有

効
で

す
。

暖
房

中
も

、
定

期
的

に
窓

を
開

け
た

り
、

換
気

扇
を

回
す

な
ど

の
対

策
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

5.
5
6

で
、

前
週

の
2
.1

5
と

比
べ

増
加

し
て

い
ま

す
。

感
染

性
胃

腸
炎

は
、

手
指

や
食

品
を

介
し

て
経

口
感

染
す

る
の

で
、

流
水

と
石

鹸
に

よ
る

こ
ま

め
な

手
洗

い
を

行
い

ま
し

ょ
う

。
嘔

吐
物

な
ど

を
処

理
す

る

際
に

も
二

次
感

染
に

気
を

つ
け

ま
し

ょ
う

。
 

 ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

A
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

減
少

傾
向

と
思

わ
れ

る
。

B
型

が
目

立
っ

て
き

た
。

近

隣
の

調
剤

薬
局

で
タ

ミ
フ

ル
D

S
が

調
剤

が
出

来
な

い
状

態
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

 

嘔
吐

を
伴

う
感

染
性

胃
腸

炎
が

増
加

し
て

い
る

。
一

部
で

は
腹

痛
が

強
い

症
例

が
あ

っ
た

。
 

C
O

V
ID

-
19

は
散

見
さ

れ
る

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

が
続

い
て

い
る

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

B
も

見
ら

れ
だ

し
た

。
 

C
O

V
ID

-
1
9

陽
性

例
も

散
見

程
度

に
持

続
。

接
触

機
会

の
思

い
当

た
ら

な
い

乳
児

も
あ

り
。

 

先
入

観
は

禁
物

。
短

期
の

嘔
吐

、
水

様
下

痢
の

感
染

性
腸

炎
が

僅
か

ず
つ

持

続
。

ｈ
M

P
肺

炎
、

R
S

は
な

か
っ

た
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

は
や

や
減

少
傾

向
あ

り
。

A
を

2
回

罹
患

し
た

例
が

数
例

み
ら

れ
て

い
る

。
 

C
O

V
ID

-
19

は
散

見
さ

れ
る

も
増

加
は

軽
度

。
 

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

を
含

め
胃

腸
炎

は
増

加
。

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
咽

頭
扁

桃
炎

や
溶

連
菌

感
染

症
は

依
然

流
行

が
続

い
て

い
る

。
 

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎
、

ヒ
ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
肺

炎
も

散
見

さ
れ

て
い

る
。

 

出
典

：厚
生

労
働

省
H

P
 

(h
tt

p
s:

//
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p/

b
un

ya
/
k
en

ko
u
/

ke
kk

ak
u
-k

an
se

n
sh

ou
1
9/

n
o
ro

vi
ru

s/
) 
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令
和

6
年

1
月

2
6

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

3
週

（ 
1

月
 
1
5

日
～

 
1

月
2
1

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
2

月
4

日
は

風
し

ん
の

日
で

す
 

 
病

原
体

（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
1
2

月
）
 

 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

2
1

.8
5

 
(1

3
.6

4
)  









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
1

0
.6

0
 

(8
.2

2
) 










3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
8

.9
7

 
(5

.5
6

) 










4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
3

.3
8

 
(2

.0
9

) 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

1
.2

9
 

(1
.2

9
) 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 
 ❖❖

県県
内内

概概
況況

❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
2
1
.8

5
で

す
。

12
月

は
減

少
し

て
い

ま
し

た
が

再
度

増
加

し
て

お
り

注
意

が
必

要
で

す
。

県
内

全
域

で
増

加
し

て
お

り
、

特
に

中
和

保
健

所
管

内
西

部
地

域
か

ら
の

報
告

が
3
4
.0

0
と

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1
0.

60
で

、
奈

良
市

保
健

所
、

郡
山

保
健

所
、

中
和

保
健

所
管

内

で
増

加
し

て
い

ま
す

。
 

上
記

2
つ

の
感

染
症

の
主

な
感

染
経

路
は

、
飛

沫
感

染
と

接
触

感
染

で
す

。
感

染
を

広
げ

な
い

た
め

の
咳

エ
チ

ケ
ッ

ト
や

体
調

の
悪

い
と

き
は

外
出

を
控

え
る

な
ど

の
対

策
と

、
日

々
の

体
調

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

8
.9

7
で

、
前

週
の

5
.5

6
と

比
べ

増
加

し
て

い
ま

す
。

食
事

前
、

ト
イ

レ
の

後
、

調

理
前

後
は

、
手

を
石

け
ん

で
よ

く
洗

い
、

流
水

で
十

分
に

流
し

ま
し

ょ
う
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
報

告
数

が
増

加
し

て
い

ま
す

。
予

防
に

は
流

水
や

石
け

ん
に

よ
る

こ
ま

め
な

手
洗

い
、

ア
ル

コ
ー

ル

消
毒

な
ど

が
有

効
で

す
。

 
  ✤✤

22
月月

44
日日

はは
風風

しし
んん

のの
日日

でで
すす

✤✤
 

風
し

ん
は

、
免

疫
の

な
い

妊
婦

が
妊

娠
初

期
に

感
染

す
る

と
、

生
ま

れ
て

く
る

子
ど

も
の

心
臓

、
耳

、
目

等
に

重
大

な
影

響
が

出
る

こ
と

が
あ

る
た

め
問

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
将

来
的

に
妊

娠
を

希
望

さ
れ

る
本

人
な

ら
び

に
ご

家
族

の
方

は
、

妊
娠

前
に

罹

患
歴

や
ワ

ク
チ

ン
接

種
歴

の
確

認
を

し
、

不
明

な
場

合
は

抗
体

検
査

を
受

け
ま

し
ょ

う
。

感
染

予
防

に
十

分
な

抗
体

が
な

く
、

ワ

ク
チ

ン
の

接
種

を
希

望
す

る
方

は
接

種
を

行
い

、
妊

娠
に

備
え

ま
し

ょ
う

。
 

  ❖❖
病病

原原
体体

（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
令令

和和
55

年年
11
22

月月
））
❖❖

  
  

  
  

  
  

  
＊
ウ
イ
ル
ス
分
離
同
定
日
で
の
集
計
結
果
 

検
出
病
原
体
 

北
部
 

中
部
 

南
部
 

そ
の
他
 

臨
床
診
断
名
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

A
H

1p
dm

09
 

3 
9 

 
 

1 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(1
3)

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

A
H

3 
4 

8 
 

 
 

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(1
2)

 

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
 

3
型

 
1 

4 
 

 
 

 
咽
頭
結
膜
熱

(3
) 

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
咽
頭
炎

(2
) 

ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
 

 
 

 
 

1 
 

 
 

 
気
管
支
肺
炎

(1
) 

 

令
和

6
年

2
月

2
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

4
週

（ 
1

月
 
2
2

日
～

 
1

月
 
2
8

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

2
4

.8
9

 
 

(2
1

.8
5

) 
 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
1

1
.5

1
 
 

(1
0

.6
0

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
8

.2
6

 
 

(8
.9

7
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.8
8

 
 

(3
.3

8
) 

 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

1
.2

1
 
 

(1
.2

9
) 

 










発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
4
.8

9
で

、
増

加
が

続
い

て
い

ま
す

。
特

に
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

か
ら

の
報

告
は

4
2
.5

0
と

突
出

し
て

い
ま

す
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1
1
.5

1
で

、
前

週
の

1
0
.6

0
と

比
べ

増
加

し
て

い
ま

す
。

 

上
記

2
つ

の
感

染
症

予
防

に
は

マ
ス

ク
の

着
用

や
咳

エ
チ

ケ
ッ

ト
、

こ
ま

め
な

換
気

な
ど

、
日

々
の

対
策

が
効

果
的

で
す

。
 

咽
頭

結
膜

熱
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
1
.2

1
で

、
県

全
体

で
は

や
や

減
少

し
て

い
る

も
の

の
、

警
報

発
令

継
続

中
で

す
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

8
.2

6
で

、
前

週
の

8
.9

7
と

比
べ

減
少

し
て

い
ま

す
が

、
発

生
状

況
は

や
や

流

行
で

す
。

引
き

続
き

、
こ

ま
め

に
手

洗
い

を
す

る
な

ど
し

て
感

染
予

防
の

た
め

の
対

策
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

 ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
1
9、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

B
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

主
体

と
な

っ
て

い
る

。
 

下
痢

症
状

が
長

引
く

感
染

性
胃

腸
炎

が
微

増
し

て
い

る
。

 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
咽

頭
炎

、
溶

連
菌

感
染

症
、

hM
P
V

も
見

受
け

ら
れ

る
。

 

花
粉

症
で

の
受

診
が

始
ま

っ
た

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

発
熱

患
者

が
増

加
。

検
査

希
望

で
外

来
数

は
急

増
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

が
増

加
。

A
型

に
比

べ
や

や
遅

く
陽

性
に

な
る

印
象

。
 

C
O

V
ID

-
19

も
少

し
ず

つ
増

加
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

と
コ

ロ
ナ

同
時

陽
性

の
8

歳
男

児
が

あ
っ

た
。

 

姉
が

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
罹

患
中

で
弟

が
コ

ロ
ナ

陽
性

例
が

あ
り

。
 

イ
ン

フ
ル

検
査

希
望

で
あ

っ
て

も
コ

ロ
ナ

・イ
ン

フ
ル

同
時

検
査

が
必

要
。

 

感
染

性
腸

炎
が

僅
か

。
突

発
性

発
疹

が
1

例
あ

っ
た

。
 

他
の

登
録

疾
患

は
な

か
っ

た
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

が
急

増
し

て
い

る
。

A
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

や
や

減
少

す
る

も
、

2
回

目
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

感

染
者

は
増

加
し

て
い

る
。

 

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
は

や
や

増
加

傾
向

に
あ

る
。

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
や

溶
連

菌
感

染
症

の
流

行
も

続
い

て
い

る
。

 

1
月

下
旬

頃
よ

り
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

も
増

加
し

て
い

る
。

 

−73−



 

令
和

6
年

2
月

9
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

5
週

（ 
1

月
2
9

日
～

 
2

月
4

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
病

原
体

（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
1

月
）
 

 
1

月
報

（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

3
1

.4
4

 
 

(2
5

.9
6

) 
 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
1

3
.9

1
 
 

(1
2

.2
5

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
8

.3
8

 
 

(8
.2

6
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
3

.5
3

 
 

(2
.8

8
) 

 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

1
.1

2
 
 

(1
.2

1
) 

 










※
前

週
に

つ
い

て
は

、
医

療
機

関
か

ら
の

追
加

報
告

分
を

反
映

し
た

た
め

、
数

値
を

修
正

し
て

い
ま

す
。

 

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

一
旦

減
少

が
み

ら
れ

ま
し

た
が

、
3
1
.4

4
で

、
再

び
警

報
開

始
基

準
値

の
「
3
0
」

を
超

え
ま

し
た

。
保

健
研

究
セ

ン
タ

ー
で

実
施

し
て

い
る

ウ
イ

ル
ス

検
査

で
は

、
年

末
ま

で
は

ほ
ぼ

A
型

で
し

た
が

、
今

年
に

入

っ
て

B
型

が
増

え
て

き
て

い
ま

す
。

型
の

置
き

か
わ

り
に

よ
る

感
染

拡
大

を
懸

念
し

て
い

ま
す

。
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1
3
.9

1
で

、
こ

ち
ら

も
増

加
が

続
い

て
い

ま
す

。
入

院
基

幹
定

点
報

告
状

況
で

は
報

告
数

が
大

き
く

増
加

し
て

お
り

、
高

齢
者

や
基

礎
疾

患
の

あ
る

方
な

ど
の

重
症

化
リ
ス

ク
の

高
い

方
ご

本
人

お

よ
び

接
触

機
会

の
多

い
方

は
、

特
に

注
意

が
必

要
で

す
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
あ

た
り

報
告

数
は

3
.5

3
で

高
い

値
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

手
洗

い
や

、
マ

ス
ク

着
用

を
含

む

咳
エ

チ
ケ

ッ
ト
な

ど
の

一
般

的
な

感
染

予
防

対
策

の
励

行
が

大
切

で
す

。
 

咽
頭

結
膜

熱
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
1
.1

2
で

未
だ

警
報

発
令

継
続

中
で

す
。

タ
オ

ル
の

共
有

は
避

け
、

こ
ま

め
に

手
を

洗
う

よ
う

に
し

、
感

染
予

防
に

努
め

ま
し

ょ
う

。
 

❖❖
❖❖

             ❖❖
病病

原原
体体

（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
令令

和和
66

年年
11

月月
））
❖❖

  
  

  
  

  
  

  
＊
ウ
イ
ル
ス
分
離
同
定
日
で
の
集
計
結
果
 

検
出

病
原
体
 

北
部
 

中
部
 

南
部
 

そ
の
他

 
臨

床
診

断
名
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
 

AH
1p

dm
09

 
 

 
2 

 
 

 
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

(2
) 

コ
ク

サ
ッ
キ

ー
 

A
群

9
型

 
1 

 
 

 
 

 
 

発
疹

症
(1

) 

ア
デ

ノ
 

2 
1 

 
 

 
 

 
 

咽
頭

結
膜

熱
(1

) 


 


 


 

 

令
和

6
年

2
月

1
6

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

6
週

（ 
2

月
 
5

日
～

 
2

月
 
1
1

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
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4
7
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1
8
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

3
2

.5
8

 
 

(3
1

.4
4

) 
 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
1

4
.2

5
 
 

(1
3

.9
1

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
8

.4
4

 
 

(8
.3

8
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
3

.0
0

 
 

(3
.5

3
) 

 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

1
.0

3
 
 

(1
.1

2
) 

 









発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

3
2
.5

8
で

増
加

が
続

い
て

い
ま

す
。

特
に

中
和

保
健

所
管

内
西

部
地

域
か

ら

の
報

告
は

5
0
.4

0
と

非
常

に
高

い
値

で
す

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
1
4
.2

5
で

、
同

じ
く

増
加

が
続

い
て

い
ま

す
。

感
染

拡
大

を
防

ぐ
た

め
、

各
自

が
し

っ
か

り
感

染
対

策
を

行
い

ま
し

ょ
う

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

、
8
.4

4
で

、
前

週
の

8
.3

8
と

比
べ

て
増

加
し

て
い

ま
す

。
感

染
予

防
に

は
、

手

洗
い

が
有

効
な

対
策

と
な

り
ま

す
。

調
理

前
、

食
事

前
、

ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

等
に

は
必

ず
手

を
洗

い
ま

し
ょ

う
。

 
 

❖❖
❖❖

   

 ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
19

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

、
感

染
性

胃
腸

炎
が

流
行

中
で

す
。

以
下

の
よ

う
な

重
複

感
染

が
見

ら
れ

た
。

C
O

V
ID

-1
9

＋
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

A
＋

B
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

＋
溶

連
菌

。
R
S

陽
性

例
が

今
年

初
め

て
あ

っ
た

。
ア

デ
ノ

陽
性

例
は

無
か

っ
た

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

で
は

発
熱

が
遷

延
し

気
管

支
炎

を
伴

う
例

が
あ

る
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

B
、

C
O

V
ID

-
1
9

感
染

が
そ

れ
ぞ

れ
増

加
し

混
在

。
 

一
家

族
内

に
も

混
在

し
接

触
歴

は
あ

て
に

な
ら

な
い

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

A
 2

度
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

と
B

同
時

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

と
C

O
V

ID
-
19

同
時

な
ど

ウ
イ

ル
ス

重
複

感
染

が
多

々
見

ら
れ

る
。

症
状

は
通

常
経

過
。

 

ノ
ロ

胃
腸

炎
も

増
加

、
手

足
口

病
も

増
加

の
兆

し
、

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
、

R
S

感
染

も
見

ら
れ

た
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
が

急
増

し
て

い
る

。
小

児
で

は
ほ

と
ん

ど
が

普
通

感
冒

の
経

過
を

と
っ

て
い

る
が

、
発

熱
が

５
日

以
上

遷
延

し
、

気
管

支
炎

を
合

併
し

た
例

も
あ

っ
た

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

も
B

型
を

中
心

に
大

流
行

中
。

A
型

も
散

見
さ

れ
る

。
ま

た
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

と
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

の
合

併
例

も
数

例
み

ら
れ

た
。

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
や

溶
連

菌
感

染
症

は
流

行
し

て
い

る
も

、
や

や
減

少
傾

向
に

あ
る

。
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
性

胃
腸

炎
も

多
数

で
て

い
る

。
各

種
感

染
症

(主
に

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

)で
学

級
閉

鎖
や

学
年

閉
鎖

も
多

く
、

休
校

と
な

っ
た

と
こ

ろ
も

あ
る

。
 


 


 

 

次
回

週
報

は
2
0
2
4

年
2

月
22

日
（
木

）
発

行
予

定
 

−74−



 

令
和

6
年

2
月

2
2

日
（
木

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

7
週

（ 
2

月
 
1
2

日
～

 
2

月
 
1
8

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
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/
w
w
w
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       今今
週週

のの
概概

要要
  

 
3

月
1

日
(金

)か
ら

7
日

(木
)は

子
ど

も
予

防
接

種
週

間
で

す
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

2
2

.8
0

 
 

(3
2

.5
8

) 
 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
1

0
.6

5
 
 

(1
4

.2
5

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
6

.1
2

 
 

(8
.4

4
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.2
1

 
 

(3
.0

0
) 

 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.6

7
 
 

(1
.0

3
) 

 









発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
2
.8

0
と

前
週

の
3
2
.5

8
よ

り
も

減
少

し
ま

し
た

が
、

警
報

発
令

継
続

中
で

す
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1
0
.6

5
で

す
。

上
位

2
疾

患
の

主
な

感
染

経
路

は
、

飛
沫

感
染

と
接

 

触
感

染
で

す
。

咳
エ

チ
ケ

ッ
ト
や

体
調

の
悪

い
と

き
は

外
出

を
控

え
る

な
ど

、
引

き
続

き
対

策
の

継
続

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

咽
頭

結
膜

熱
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
0
.6

7
と

、
終

息
基

準
値

「
１

」を
下

ま
わ

り
、

警
報

解
除

と
な

り
ま

し
た

。
 

 

❖❖
❖❖

   

  ❖❖
33

月月
11

日日
((金金

))かか
らら

77
日日

((木木
))はは

子子
どど

もも
予予

防防
接接

種種
週週

間間
でで

すす
❖❖

  
こ

の
期

間
、

協
力

医
療

機
関

で
は

、
土

曜
日

や
日

曜
日

等
に

接
種

で
き

る
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
。

接
種

を
希

望
さ

れ
る

場
合

は
、

必
ず

、
事

前
に

問
い

合
わ

せ
て

か
ら

受

診
し

て
い

た
だ

き
、

接
種

の
と

き
に

は
「
母

子
健

康
手

帳
」
を

持
参

し
て

下
さ

い
。

 
（
協

力
機

関
リ
ス

ト
→

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
n
ar

a.
jp

/
se

cu
re

/
3
9
5
7
6
/
R
5
yo

b
o
u
ko

do
m

o
.p

d
f）

 

 
 

 
 子

ど
も

の
予

防
接

種
で

は
、

感
染

の
し

や
す

さ
・
重

症
化

の
し

や
す

さ
・
流

行
状

況

な
ど

を
考

慮
し

て
、

接
種

に
適

し
た

年
齢

や
時

期
な

ど
を

検
討

し
、

市
町

村
が

窓
口

と

な
っ

て
、

対
象

小
児

へ
の

案
内

や
実

施
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

引
っ

越
し

等
で

接
種

案
内

が
届

か
な

い
場

合
は

、
転

入
先

の
市

町
村

窓
口

に
相

談
し

て
み

て
下

さ
い

。
 

ま
た

、
疾

患
に

よ
っ

て
は

、
海

外
で

流
行

し
て

い
る

も
の

な
ど

が
あ

り
、

大
人

に
な

っ

て
か

ら
海

外
で

の
仕

事
や

旅
行

の
際

に
困

っ
た

と
い

う
ケ

ー
ス

も
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
 

こ
の

機
会

に
、

保
護

者
の

方
は

「
母

子
健

康
手

帳
の

接
種

履
歴

」
を

確
認

し
、

接
種

忘
れ

や
、

記
載

漏
れ

が
な

い
か

の
チ

ェ
ッ

ク
も

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
 

奈
良

県
内

市
町

村
 

予
防

接
種

問
い

合
わ

せ
担

当
窓

口
一

覧
は

こ
ち

ら
で

す
。

 

→
h
tt

p
s:

//
w
w
w
.p

re
f.
n
ar

a.
jp

/
se

cu
re

/
15

03
17

/h
pv

m
ad

o
gu

ch
i.
pd

f 


 


 

出
典

：
厚

生
労

働
省

H
P
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p
/
co

n
te

n
t/

1
0
9
0
0
0
0
0
/
0
0
1

1
9
0
9
8
2
.p

d
f 

 

令
和

6
年

3
月

1
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

8
週

（ 
2

月
 
1
9

日
～

 
2

月
 
2
5

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 
今今

週週
のの

概概
要要

 
 

小
児

科
外

来
情

報
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
4

.8
1

  
(2

2
.8

0
) 

 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
7

.8
0

  
(1

0
.6

5
) 

 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.4
8

  
(6

.1
2

) 
 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.2
4

  
(2

.2
1

) 
 









5
 

手
足

口
病

 
0

.7
3

  
(0

.2
7

) 
 











発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1
4
.8

1
で

し
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
7
.8

0

で
し

た
。

上
記

2
疾

患
と

も
2

週
続

け
て

の
減

少
と

な
り

ま
し

た
が

、
引

き
続

き
の

感
染

予
防

対
策

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

5
.4

8
で

し
た

。
中

部
及

び
南

部
で

は
減

少
傾

向
で

す
が

、
北

部
で

は
横

ば
い

で
す

。
食

事
前

、
ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

、
調

理
前

等
に

は
入

念
に

手
を

洗
い

、
感

染
予

防
に

努
め

ま
し

ょ
う

。
 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
.2

4
で

、
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
ま

す
。

 

手
足

口
病

の
報

告
が

県
北

部
地

域
で

急
増

し
、

定
点

当
た

り
報

告
数

で
は

0
.7

3
と

な
り

ま
し

た
。

同
時

期
の

過
去

1
0

年
平

均
と

比
較

す
る

と
報

告
数

が
多

く
、

今
後

の
動

向
を

注
視

し
て

い
ま

す
。

主
要

病
原

体
は

エ
ン

テ
ロ

ウ
イ

ル
ス

で
、

主
な

感
染

経

路
は

飛
沫

や
接

触
、

糞
便

経
口

感
染

で
す

。
自

身
で

は
感

染
対

策
が

十
分

で
き

な
い

乳
幼

児
の

集
団

生
活

に
お

い
て

集
団

感
染

が
起

こ
り

や
す

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
保

育
施

設
等

で
は

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

❖❖
❖❖

   

 ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

C
O

V
ID

-1
9

の
流

行
が

続
い

て
い

る
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

も
多

い
、

点
滴

が
必

要
な

症
例

も
あ

っ
た

。
流

行
性

耳
下

腺
炎

が
あ

っ
た

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

感
冒

症
状

の
例

が
多

く
外

来
は

増
加

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

流
行

、
ほ

と
ん

ど
が

B
型

、
少

な
い

が
A

型
も

あ
る

状
況

。
症

状
は

発
熱

、
軽

度
の

感
冒

症
状

程
度

。
 

C
O

V
ID

-
19

は
減

少
、

散
発

程
度

に
見

ら
れ

る
。

乳
児

、
新

生
児

も
見

ら
れ

る
が

軽
症

。
 

家
族

中
に

蔓
延

す
る

こ
と

も
な

く
感

染
力

は
強

く
な

い
印

象
。

 

感
染

性
腸

炎
も

流
行

、
短

期
間

の
嘔

吐
が

主
、

下
痢

は
な

い
場

合
も

多
い

。
 

他
に

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
手

足
口

病
、

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

見
ら

れ
た

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

型
の

流
行

が
続

い
て

い
る

。
A

型
が

流
行

し
て

い
る

地
域

も
あ

る
。

 

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
も

流
行

が
続

い
て

い
る

。
 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
減

少
、

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

胃
腸

炎
も

減
少

し
て

き
て

い
る

。
 


 


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令
和

6
年

3
月

8
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

9
週

（ 
2

月
 
2
6

日
～

 
3

月
 
3

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 
今今

週週
のの

概概
要要

 
 

病
原

体
（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
2

月
）
 

 
2

月
報

（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
0

.0
9

  
(1

4
.8

1
) 

 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
9

.3
0

  
(7

.8
0

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.2
7

  
(5

.4
8

) 
 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.4
2

  
(2

.2
4

) 
 









5
 

咽
頭

結
膜

熱
 

0
.8

5
  

(0
.5

8
) 

 









発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

10
.0

9
で

減
少

傾
向

で
す

が
、

警
報

終
息

基
準

値
の

1
0
.0

0
を

上
回

っ
て

い
ま

す
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

9
.3

0
で

、
前

週
か

ら
増

加
し

て
い

ま
す

。
上

記
2

疾
患

に
対

し

て
は

、
換

気
、

消
毒

、
人

と
の

距
離

の
確

保
、

及
び

マ
ス

ク
の

着
用

と
い

っ
た

基
本

的
な

感
染

防
止

対
策

の
継

続
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

5
.2

7
で

、
や

や
減

少
傾

向
で

す
が

、
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
等

を
原

因
と

す
る

集
団

胃
腸

炎
事

例
が

散
見

さ
れ

ま
す

。
食

事
前

、
ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

、
調

理
前

等
に

は
入

念
に

手
を

洗
い

、
感

染
予

防
に

努
め

ま
し

ょ
う

。
 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
.4

2
で

、
横

ば
い

で
す

。
咽

頭
結

膜
熱

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

0
.8

5

で
、

横
ば

い
で

す
が

前
週

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

ま
す

。
両

疾
患

と
も

に
主

な
感

染
経

路
は

接
触

・
飛

沫
感

染
で

、
手

洗
い

や
患

者
と

の
濃

厚
接

触
を

避
け

る
こ

と
が

感
染

予
防

策
と

し
て

重
要

で
す

。
 

 

 

❖❖
❖❖

   

   ❖❖
病病

原原
体体

（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
22

月月
））
❖❖

  

  

＊
ウ
イ
ル
ス
分
離
同
定
日
で
の
集
計
結
果

北
部

中
部

南
部

そ
の
他

臨
床
診
断
名

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

AH
1p

dm
09

3
2

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(5
)

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

A
H

3
4

6
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(1
0)

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

B
7

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(7
)

ア
デ
ノ

3
1

4
咽
頭
結
膜
熱

(3
)

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
咽
頭
炎

(2
)

検
出
病
原
体


 


 

 

 

令
和

6
年

3
月

1
5

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

1
0

週
（ 

3
月

4
日

～
 
3

月
1
0

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

9
.3

9
  

(1
0

.0
9

) 
 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
6

.6
3

  
(9

.3
0

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.6
7

  
(5

.2
7

) 
 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
3

.0
6

  
(2

.4
2

) 
 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

1
.1

8
  

(0
.3

6
) 

 













 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

9
.3

9
で

、
警

報
終

息
基

準
値

の
1
0
.0

0
を

下
回

り
ま

し
た

。
地

域
別

で
は

奈
良

市
及

び
中

和
地

区
西

部
地

域
で

1
0
.0

0
を

超
え

て
い

ま
す

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
6
.6

3
と

や
や

減
少

傾
向

で
す

が
、

入
院

者
数

は
前

週
よ

り
も

増
加

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
換

気
、

消
毒

、
人

と
の

距
離

の
確

保
、

及
び

マ

ス
ク

の
着

用
と

い
っ

た
感

染
防

止
対

策
の

継
続

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

3
.0

6
で

、
高

い
水

準
が

続
い

て
い

ま
す

。
中

和
地

区
西

部
地

域
で

は
警

報
開

始
基

準
値

の
8
.0

0
を

超
え

て
お

り
注

意
が

必
要

で
す

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

報
告

数
が

県
全

域
で

急
増

し
、

過
去

1
0

年
間

平
均

の
同

時
期

と
比

較
し

て
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

R
S

ウ
イ

ル
ス

は
、

い
わ

ゆ
る

“
風

邪
ウ

イ
ル

ス
”
の

ひ
と

つ
で

年
齢

を
問

わ
ず

ヒ
ト
に

感
染

し
、

と
く

に
乳

幼
児

が
初

め
て

感
染

す

る
と

重
症

化
し

や
す

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
主

な
感

染
経

路
は

接
触

、
飛

沫
感

染
で

す
。

乳
幼

児
の

集
団

生
活

の
場

や
家

庭
で

は
、

手
洗

い
を

し
っ

か
り

す
る

な
ど

の
感

染
予

防
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。
 

 ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
19

は
減

少
し

て
い

る
。

B
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
(ほ

ぼ
全

例
、

予
防

接
種

未
接

種
者

)、
溶

連
菌

感
染

症
と

感
染

性
胃

腸
炎

で
は

減
少

傾
向

は
な

い
。

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

複
数

の
保

育
園

で
発

生
し

て
い

る
。

水
痘

の
発

生
が

あ
っ

た
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

は
散

見
さ

れ
る

程
度

に
減

少
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

は
見

ら
れ

な
く

な
っ

た
。

 

C
O

V
ID

-
19

は
減

少
し

た
が

ま
だ

わ
ず

か
に

見
ら

れ
る

。
 

感
染

性
腸

炎
の

流
行

が
続

い
て

お
り

ノ
ロ

陽
性

例
が

多
い

。
 

1
0

歳
代

を
中

心
に

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

流
行

。
 

1
4

歳
男

子
の

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
感

染
症

で
加

療
す

る
も

4
0

度
の

高
熱

が
持

続
、

 

初
期

よ
り

四
肢

筋
肉

痛
が

あ
り

劇
症

型
が

懸
念

さ
れ

紹
介

予
定

の
例

が
あ

っ
た

。
 

R
S

陽
性

例
は

な
か

っ
た

。
手

足
口

病
は

僅
か

ず
つ

持
続

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

の
流

行
は

や
や

落
ち

着
い

て
き

た
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
く

な
っ

た
。

 

C
O

V
ID

-
19

の
流

行
は

続
い

て
い

る
。

小
児

で
は

大
部

分
が

普
通

感
冒

様
で

経
過

し
て

い
る

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

散
見

さ
れ

る
の

み
。

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
陽

性
例

が
増

加
し

て
き

た
。

C
O

V
ID

-
1
9

と
の

合
併

例
も

み

ら
れ

た
。

 

ウ
イ

ル
ス

性
胃

腸
炎

の
流

行
も

み
ら

れ
、

便
よ

り
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
や

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
が

検
出

さ
れ

て
い

る
。
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令
和

6
年

3
月

2
2

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

1
1

週
（ 

3
月

1
1

日
～

 
3

月
1
7

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
海

外
渡

航
時

に
気

を
つ

け
た

い
感

染
症

に
つ

い
て

 
 ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

6
.6

1
  

(9
.3

9
) 

 









2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
6

.3
9

  
(5

.6
7

) 
 









3
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
5

.9
8

  
(6

.6
3

) 
 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.4
2

  
(3

.0
6

) 
 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

1
.1

5
  

(1
.1

8
) 

 











 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 
 ❖❖

県県
内内

概概
況況

❖❖
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
6
.6

1
で

減
少

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

5
.9

8
で

や
や

減
少

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

6
.3

9
で

、
ウ

イ
ル

ス
性

の
集

団
感

染
症

や
食

中
毒

事
例

が
見

受
け

ら
れ

ま
す

。

家
庭

に
お

い
て

は
調

理
や

食
事

時
前

の
手

洗
い

を
し

っ
か

り
行

い
ま

し
ょ

う
。

食
品

の
取

り
扱

い
で

は
、

病
原

体
を

つ
け

な
い

、

増
や

さ
な

い
、

十
分

な
加

熱
等

で
殺

菌
す

る
、

と
い

っ
た

基
本

を
守

り
ま

し
ょ

う
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
.4

2
で

前
週

に
比

べ
て

減
少

し
ま

し
た

。
地

域
別

で
は

中
和

保
健

所
管

内
西

部
地

域
で

報
告

数
が

多
い

状
態

で
す

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

、
前

週
に

引
き

続
き

報
告

数
が

多
い

状
態

が
続

い
て

い
ま

す
。

 

年
度

末
、

春
休

み
の

時
期

は
生

活
が

不
規

則
に

な
り

が
ち

で
す

。
手

洗
い

、
適

切
な

距
離

、
マ

ス
ク

の
着

用
と

い
っ

た
基

本

的
な

予
防

策
に

加
え

、
体

の
抵

抗
力

を
保

つ
よ

う
体

調
を

整
え

る
こ

と
に

も
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

 
  ❖❖

海海
外外

渡渡
航航

時時
にに

気気
をを

つつ
けけ

たた
いい

感感
染染

症症
にに

つつ
いい

てて
❖❖

  
海

外
で

感
染

症
に

か
か

ら
な

い
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

、
正

し
い

知
識

と
予

防
方

法
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
出

発
ま

で
の

時
間

に
余

裕
が

あ
る

場
合

は
、

ワ
ク

チ
ン

接
種

も
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
 

感
染

の
可

能
性

が
最

も
高

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
食

事
は

十
分

に
火

の
通

っ
た

も
の

を
食

べ
る

よ
う

に
し

、
生

水
・
氷

・
カ

ッ
ト
フ

ル
ー

ツ
の

入
っ

た
も

の
は

避
け

ま
し

ょ
う
。

 

麻
し

ん
（
は

し
か

）
は

世
界

各
地

で
流

行
が

み
ら

れ
る

感
染

症
で

、
空

気
感

染
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

咳
や

発
熱

、
発

疹
な

ど
の

症
状

が
あ

る
方

と
の

接
触

を
避

け
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

で
き

る
だ

け
肌

を
露

出
せ

ず
、

虫
よ

け
剤

を
使

用
す

る
な

ど
、

蚊
や

ダ
ニ

に
刺

さ
れ

な
い

よ
う

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
特

に
、

今

年
は

熱
帯

、
亜

熱
帯

地
域

に
お

い
て

デ
ン

グ
熱

の
大

規
模

な
流

行
が

報
告

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

動
物

は
、

重
篤

な
感

染
症

の
原

因
と

な
る

病
原

体
を

持
っ

て
い

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

 

む
や

み
に

動
物

に
近

づ
か

な
い

、
動

物
に

触
れ

な
い

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

 （
参

考
）
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4

日
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 今今
週週

のの
概概
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 
小

児
科

外
来

情
報

 
 ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

5
.7

3
  

(6
.6

1
) 

 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
5

.3
1

  
(5

.9
8

) 
 









3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
4

.2
4

  
(6

.3
9

) 
 









4
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

1
.8

8
  

(1
.1

5
) 

 











5
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
1

.8
5

  
(2

.4
2

) 
 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

5.
7
3

で
減

少
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

5
.3

1

で
や

や
減

少
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.2

4
で

や
や

減
少

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
等

を
原

因
と

す
る

食
中

毒
事

例
が

引
き

続
き

散
見

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
1
.8

8
で

、
前

週
と

比
べ

て
約

6
0％

増
加

し
急

増
し

て
い

ま
す

。
地

域
別

で

は
中

和
保

健
所

管
内

西
部

で
の

報
告

が
特

に
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

感
染

す
る

と
重

症
化

し
や

す
い

と
さ

れ
る

乳
幼

児
や

高
齢

者
が

い
る

家
庭

や
集

団
生

活
の

場
で

は
、

手
洗

い
の

励
行

や
マ

ス
ク

の
着

用
と

い
っ

た
基

本
的

な
感

染
対

策
を

し
ま

し
ょ

う
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

は
定

点
当

た
り

報
告

数
が

1
.8

5
で

、
や

や
減

少
し

て
い

ま
す

。
こ

の
疾

患
は

、
昨

年
の

6
月

頃
か

ら

増
減

を
繰

り
返

し
て

高
い

水
準

を
維

持
し

て
お

り
、

今
後

の
動

向
を

注
視

し
て

い
ま

す
。

 
   ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

減
少

し
て

き
た

。
二

峰
性

発
熱

を
認

め
る

B
型

が
時

に
見

ら
れ

た
。

A
型

は
1

例
の

み
。

 

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
は

微
増

、
家

族
内

感
染

が
多

い
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

あ
っ

た
。

大
阪

、
京

都
に

続
き

奈
良

も
流

行
期

に
入

っ
た

よ
う

で
す

。
 

水
痘

が
あ

っ
た

（予
防

接
種

歴
有

り
）
。

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
気

管
支

炎
が

あ
っ

た
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
19

は
微

増
、

少
し

ず
つ

見
ら

れ
ゼ

ロ
に

は
な

ら
な

い
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
B

も
僅

か
ず

つ
持

続
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
A

は
1

例
あ

っ
た

程
度

。
 

C
O

V
ID

-
1
9、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

も
に

軽
症

経
過

、
ま

た
家

族
内

、
近

隣
へ

の
伝

播
も

強
く

な
い

印
象

。
 

1
0

歳
代

後
半

を
中

心
に

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

流
行

、
(他

院
で

)一
旦

加
療

終
了

後
に

熱
発

、
再

検
査

で
再

び
陽

性
の

例
も

あ
っ

た
。

R
S

例
も

持
続

し
て

見
ら

れ
る

。
 

感
染

性
腸

炎
も

続
い

て
流

行
、

ノ
ロ

陽
性

例
が

多
い

。
成

人
に

発
熱

、
頭

痛
を

訴
え

る
例

が
多

い
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

感
染

症
は

減
少

傾
向

が
み

ら
れ

る
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

も
落

ち
着

き
だ

し
た

。
 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

や
溶

連
菌

感
染

症
は

依
然

多
く

み
ら

れ
る

。
 

胃
腸

炎
も

減
少

し
だ

し
た

。
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